
第１１４期　決算公告
2022年6月29日

住所　鹿児島市金生町6番6号
株式会社　 鹿　児　島　銀　行

取締役頭取　松　山　澄　寛
連結貸借対照表　（２０２２年３月３１日現在）

（単位：百万円）

金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

（　負　債　の　部　）

1,625,328 預 金 4,659,205

8,673 譲 渡 性 預 金 154,840

9,403 コールマネー及び売渡手形 50,000

983,256 売 現 先 勘 定 85,363

3,878,643 債券貸借取引受入担保金 276,397

11,126 借 用 金 998,502

25,118 外 国 為 替 169

55,323 信 託 勘 定 借 4,597

66,643 そ の 他 負 債 44,329

建 物 23,371 退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,667

土 地 34,731 睡眠預金払戻損失引当金 564

建 設 仮 勘 定 102 偶 発 損 失 引 当 金 330

その他の有形固定資産 8,437 再評価に係る繰延税金負債 6,642

3,532 支 払 承 諾 27,868

ソ フ ト ウ ェ ア 3,349 負 債 の 部 合 計 6,310,476

その他の無形固定資産 182 （　純　資　産　の　部　）

5,900 資 本 金 18,130

5,465 資 本 剰 余 金 18,682

27,868 利 益 剰 余 金 264,233

△ 54,777 株 主 資 本 合 計 301,046

その他有価証券評価差額金 16,226

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 10,585

土 地 再 評 価 差 額 金 14,396

退職給付に係る調整累計額 △ 1,230

その他の包括利益累計額合計 39,977

非 支 配 株 主 持 分 6

純 資 産 の 部 合 計 341,029

6,651,506 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 6,651,506

注　記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

無 形 固 定 資 産

科　　　　　目

（　資　産　の　部　）

現 金 預 け 金

買 入 金 銭 債 権

金 銭 の 信 託

貸 出 金

外 国 為 替

リース債権及びリース投資資産

資 産 の 部 合 計

退 職 給 付 に 係 る 資 産

有 価 証 券

そ の 他 資 産

有 形 固 定 資 産

支 払 承 諾 見 返

貸 倒 引 当 金

繰 延 税 金 資 産
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　　　連結損益計算書

（単位：百万円）

金 額

82,433

47,406

貸 出 金 利 息 36,581

有 価 証 券 利 息 配 当 金 10,372

コールローン利息及び買入手形利息 △ 3

預 け 金 利 息 0

そ の 他 の 受 入 利 息 456

54

10,399

19,128

5,444

償 却 債 権 取 立 益 0

そ の 他 の 経 常 収 益 5,444

71,712

2,521

預 金 利 息 170

譲 渡 性 預 金 利 息 19

コールマネー利息及び売渡手形利息 △ 25

売 現 先 利 息 △ 8

債 券 貸 借 取 引 支 払 利 息 315

借 用 金 利 息 80

そ の 他 の 支 払 利 息 1,968

4,952

20,239

36,784

7,213

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 5,875

そ の 他 の 経 常 費 用 1,338

10,720

176

176

520

136

384

10,376

3,897

△ 1,039 

2,857

7,518

2

7,515

注　記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

科 目

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

信 託 報 酬

固 定 資 産 処 分 損

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

経 常 利 益

特 別 利 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

固 定 資 産 処 分 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 経 常 費 用

特 別 損 失

２０２１年４月１日から　　　　

２０２２年３月31日まで　　　　

当 期 純 利 益

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

減 損 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
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連 結 注 記 表 

 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

連結計算書類の作成方針 

 子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条

の２に基づいております。 

1. 連結の範囲に関する事項 

連結される子会社及び子法人等  ６社 

かぎんオフィスビジネス株式会社 

かぎん代理店株式会社 

鹿児島保証サービス株式会社 

株式会社九州経済研究所 

鹿児島リース株式会社 

株式会社鹿児島カード 

 

2. 連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項 

連結される子会社及び子法人等の決算日はすべて３月末日であります。 
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会計方針に関する事項 

1. 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行

っております。 

2. 有価証券の評価基準及び評価方法 

（1）有価証券の評価は、その他有価証券については時価法（売却原価は主として移動平均

法により算定）、ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原価法に

より行っております。なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入

法により処理しております。 

（2）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用され

ている有価証券の評価は、時価法により行っております。 

3. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

4. 固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産 

当行の有形固定資産は、定率法（ただし、1998年４月１日以後に取得した建物（建物

附属設備を除く｡）並びに2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に

ついては定額法）を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物    19年 ～ 50年 

その他    ２年 ～ 20年 

連結される子会社及び子法人等の主な有形固定資産については、資産の見積耐用年数

に基づき、定額法により償却しております。 

（2）無形固定資産 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアに

ついては、当行並びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可能期間（５年）

に基づいて償却しております。 

5. 貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しており

ます。 

｢銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務

指針｣ (日本公認会計士協会銀行等監査特別委員会報告第４号 2020年10月８日) に規

定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、過去の一定期間におけ

る各々の貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。 

正常先債権及び要管理先債権以外の要注意先債権については今後１年間の予想損失額を

見込んで計上し、要管理先債権については今後３年間の予想損失額を見込み、貸倒引当

金として計上しております。 

 

予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間

における平均値に基づき損失率を求め、これに直近の貸倒実績を反映するなど必要な修

正を加えて算出しております。 

要管理先債権に相当する債権において、与信額が一定額以上の大口債務者のうち、債権
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の元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることがで

きる債権については、当該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で割

り引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー

見積法）により計上しております。 

破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証

による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し

必要と認める額を計上しております。 

破綻懸念先債権のうち、一定額以上の大口債務者の債権については債務者ごとに担保の

処分可能見込額及び保証による回収見込額を控除した債権額と、合理的に将来キャッシ

ュ・フローを見積もって算出した回収可能額との差額を貸倒引当金として計上しており

ます。上記以外の破綻懸念先債権については要管理先債権と同様の方法により貸倒引当

金を算出しております。 

破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能

見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当

該部署から独立した資産管理部署が査定結果を検証しております。 

連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率

等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可

能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。 

6. 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止し利益計上を行った睡眠預金の払戻請求に

備えるため、過去の支払実績等を勘案して必要と認められる額を計上しております。 

7. 偶発損失引当金の計上基準 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度等の代位弁済に伴い発生する負担金

等の支払いに備えるため、将来発生する損失額を見積り計上しております。 

8. 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属さ

せる方法については給付算定式基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計

算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。 

過去勤務費用   その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数 (10年)

による定額法により損益処理 

数理計算上の差異 各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定

の年数（10年）による定率法により発生の翌連結会計年度から

損益処理 

なお、一部の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用

の計算に、退職給付に係る当期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた

簡便法を適用しております。 

9. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

当行の外貨建資産・負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

10. リース取引の処理方法 

ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準は、リース料受取時にその他業務収益

とその他業務費用を計上する方法によっております。 
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11. ヘッジ会計の方法 

（1）金利リスク・ヘッジ 

当行の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、 ｢銀行業

における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い｣(日本公認会計士

協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月17日。以下、「業種別委員会実務指針

第24号」という。)に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方

法については、キャッシュ・フローを固定するヘッジについてヘッジ対象とヘッジ手

段の金利変動要素等の相関関係を検証しております。 

また、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。 

（2）為替変動リスク・ヘッジ 

当行の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、

｢銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い｣(日本

公認会計士協会業種別委員会実務指針第25号 2020年10月８日) に規定する繰延ヘッ

ジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の

為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘ

ッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポ

ジション相当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価しており

ます。 
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会計方針の変更 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認

識会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービス

の支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額

で収益を認識することといたしました。 

これにより、役務取引等収益の一部について、従来受領時に一時点で収益を認識してお

りましたが、財又はサービスが提供された時に収益を認識する方法に変更しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経

過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用し

た場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高か

ら新たな会計方針を適用しております。この結果、連結財務諸表に与える影響は軽微であ

ります。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価

算定会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19

項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将

来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響は軽微であ

ります。 

また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する

事項等の注記を行うことといたしました。 
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（重要な会計上の見積り） 

1．貸倒引当金の見積り 

（1）連結財務諸表に計上した金額 

貸倒引当金  54,777 百万円 

 

（2）見積りの内容について連結財務諸表利用者の理解に資するその他の情報 

①見積り金額の算出方法 

当行グループの貸倒引当金の算出方法は、「会計方針に関する事項」の「5．貸倒引当

金の計上基準」に記載しております。 

 

②見積り金額の算出に用いた仮定 

貸倒引当金は、債務者の現時点の財務内容や債務返済能力等を総合的に勘案し債務者区

分を決定しており、過去の貸倒実績率を基礎に算定した予想損失率や合理的に見積られた

キャッシュ・フローに基づき算出しております。 

なお、これらの仮定に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大やそれに伴う経済活

動への影響は、当連結会計年度末から当面の間続くものと想定し、当行グループの貸出金

等の信用リスクに一定の影響があるとの仮定を置いております。このような状況下、当行

グループは見積りに影響を及ぼす入手可能な情報を債務者区分に反映しております。 

 

③翌連結会計年度の連結財務諸表に与える影響 

上記②に記載した債務者区分の決定、予想損失率及びキャッシュ・フローの見積りに用

いた仮定は不確実であり、今後の新型コロナウイルス感染症の状況や経済活動への影響が

変化した場合においては、損失額が増減する可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 
 

注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

1．無担保の消費貸借契約（債券貸借取引）により貸付けている有価証券が、「有価証

券」中の国債に81,409百万円含まれております。 

2．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとお

りであります。なお、債権は、連結貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本

の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社

債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、

貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の

各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付けを行っている場合

のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）であります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額         13,393百万円 

危険債権額                                   46,287百万円 

三月以上延滞債権額                 11百万円 

貸出条件緩和債権額                31,587百万円 

合計額                    91,279百万円 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手

続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれ

らに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成

績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の

高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものであります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延

している貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しな

いものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利

の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる

取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三

月以上延滞債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

（表示方法の変更） 

「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（2020年１月24日内閣府令第３

号）が2022年３月31日から施行されたことに伴い、銀行法の「リスク管理債権」の

区分等を、金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく開示債権の区分

等に合わせて表示しております。 

3．手形割引は、業種別委員会実務指針第24号に基づき金融取引として処理しておりま

す。これにより受け入れた商業手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保とい

う方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、5,521百万円

であります。 

4．ローン・パーティシペーションで、「ローン・パーティシペーションの会計処理及

び表示」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第３号2014年11月28日）に基づ
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いて、原債務者に対する貸出金として会計処理した参加元本金額のうち、貸借対照

表計上額は、2,201百万円であります。 

5．担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

 有価証券 553,901百万円 

 貸出金 1,108,547百万円 

    担保資産に対応する債務 

 預金 42,646百万円 

売現先勘定 85,363百万円 

債券貸借取引受入担保金 275,255百万円 

借用金 988,994百万円 

上記のほか、為替決済、指定金融機関等の取引の担保として、その他資産15,545

百万円を差し入れております。 

また、その他資産には、保証金及び金融商品等差入担保金が含まれておりますが、   

その金額は次のとおりであります。 

 保証金   303百万円 

 金融商品等差入担保金 60百万円 

6．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行

の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の

限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。 

これらの契約に係る融資未実行残高は760,969百万円であり、このうち原契約期間が

１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消可能なものが743,042百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未

実行残高そのものが必ずしも当行並びに連結される子会社及び子法人等の将来のキ

ャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、

金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行並びに連結

される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減

額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要

に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めて

いる行内（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、

与信保全上の措置等を講じております。 

7．土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、当行の事

業用の土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額

を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を

「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

  再評価を行った年月日            1998年３月31日 

  同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第

１号に定める地価公示価格に基づいて、奥行価格補正等合理的な調整を行って

算出しております。 

ただし、適切な地価公示価格がない場合は同施行令第２条第２号に定める基準
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地価又は同施行令第２条第４号に定める地価税法に規定する方法により算定し

た価格に時点修正等合理的な調整を行って算出しております。 

同法律第10条に定める再評価を行った事業用の土地の当連結会計年度末における

時価の合計額と当該事業用の土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額 

13,695百万円 

8．有形固定資産の減価償却累計額    35,334百万円 

 9．有形固定資産の圧縮記帳額                   3,847百万円 

10．連結自己資本比率  10.85％ 

11．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）に

よる社債に対する当行の保証債務の額は13,271百万円であります。 

12．取締役との間の取引による取締役に対する金銭債務総額 301百万円 

  

（連結損益計算書関係） 

1．｢その他経常収益｣には、株式等売却益4,991百万円を含んでおります。 

 

（金融商品関係） 

1．金融商品の状況に関する事項 

（1）金融商品に対する取組方針 

当行グループは、個人や法人等の預金者から受け入れた預金や短期金融市場から調

達した資金などをもとに、資金の貸出や有価証券運用などを行う銀行業を行ってお

り、その他にリース業などを行っております。 

保有する金融資産及び金融負債は金利変動や価格変動などを伴うため、不利な影響

が生じないよう、オフバランス取引を含む銀行全体の資産及び負債を対象にリスク

を統合的に把握・コントロールし、収益の向上と安定化を図るべく資産及び負債の

総合的管理（ＡＬＭ）を行っております。その一環としてデリバティブ取引も行っ

ております。 

（2）金融商品の内容及びそのリスク 

当行グループが保有する主な金融商品は、次のとおりであります。 

貸出金は、主に国内の法人及び個人に対するものであり、貸出先の財務状況の悪化

等による信用リスクを有しております。また、固定金利の貸出金については、金利

変動リスクを有しております。 

有価証券は、債券、株式、投資信託等を保有しており、金利変動リスク、価格変動

リスク、為替変動リスク及び信用リスクを有しております。 

預金及び市場性の資金調達については、流動性リスクや金利変動リスクを有してお 

り、当行の信用力が低下することにより、預金の流出や必要な資金が調達できなく

なる、もしくは不利な条件での取引を余儀なくされる可能性があります。 

また、貸出金、有価証券等にかかる市場リスクの回避を主目的としてデリバティブ

取引を行っており、一部はヘッジ会計を適用しております。 

（3）金融商品に係るリスク管理体制 

①信用リスクの管理 

当行は、信用リスク管理の基盤として企業審査を位置付け、個社ごとの信用リス
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ク管理の強化及びポートフォリオ管理手法の高度化を図るとともに、要管理先等

に対する経営改善指導を充実させることを基本方針としております。 

当行は、信用リスク管理態勢の充実を図るため、本部における信用リスク管理部

門と営業推進部門を分離し、信用リスク管理強化の観点から相互牽制が有効に機

能する管理態勢を構築しております。 

企業信用格付は、融資支援システム「ＫｅｙＭａｎ」による「企業審査」に基づ

き実施しております。企業審査では、まず企業の財務面・非財務面の実態に基づ

き行内共通の判断基準により企業信用格付を付与し、格付と整合的な自己査定の

債務者区分の決定及び格付に応じた融資方針や貸出金利の決定などを、企業信用

格付を核とした一連の業務として行っております。 

信用リスク管理部門は、与信ポートフォリオのリスク量を計測するなど、その管

理状況を定期的に、また必要に応じてリスク管理委員会に報告しており、その審

議事項については取締役会に報告しております。 

個別案件の審査・与信判断にあたっては、融資業務の基本方針や個別融資の判断

基準及び融資の集中を防止するための指針を定めた「融資業務の規範」を制定し、

これに則って審査を実施しております。 

②市場リスクの管理 

当行は、市場リスクを適切に管理することが戦略目標達成のため重要であること

を十分に認識のうえ、市場リスク管理状況を的確に把握し、適正な市場リスク管

理態勢の整備・確立をはかる中で、能動的に一定の市場リスクを引受け、これを

管理する中で収益機会を捉えていくことを基本方針としております。 

市場リスク管理体制は、市場運用部門（フロントオフィス）と事務管理部門（バ

ックオフィス）を分離し、さらにリスク管理部門（ミドルオフィス）を設置して

相互に牽制する体制としております。 

市場リスク管理方法は、年度毎に損失限度額、保有限度枠等を経営執行会議で定

め、厳格に運営しております。ミドルオフィスは、有価証券ポートフォリオの総

合損益、評価損益、ＶａＲ計測のほか、個別資産の保有限度枠の使用率、ＢＰＶ

（ベーシス・ポイント・バリュー）等のリスク指標を測定して、経営陣へ日次で

報告しております。また、月次でリスク管理委員会へ報告し、リスク管理委員会

での検討結果については、取締役会に報告しております。 

ＡＬＭ委員会では、資産及び負債の総合的管理の観点から、銀行勘定の金利リス

クを含めて市場関連リスクをモニタリングし、経済環境・市場動向予測に基づい

てヘッジ戦略について検討しております。 

【市場リスクに係る定量的情報】 

（トレーディング目的の金融商品） 

売買目的有価証券について、2022年３月31日現在で、商品有価証券の保有限度枠

は120億円、金銭外信託は150億円で設定しております。商品有価証券はお客様向

け債券の売買を円滑に行うことと有価証券市場等の短期的な変動、市場間の格差

等を利用して利益を得ること、金銭外信託は有価証券市場等の短期的な変動、市

場間の格差等を利用して利益を得ることを目的としており、それぞれ損失限度額

を設定のうえ、運用しております。 
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（トレーディング目的以外の金融商品） 

a．金利リスク 

当行において、金利リスクの影響を受ける主たる金融商品は、「貸出金」、

「有価証券」のその他有価証券に分類される債券、「銀行業における預金」、

「デリバティブ取引」のうちの金利スワップ取引であります。 

当行では、これらの金融資産及び金融負債について、ＶａＲを算出し、金利リ

スク管理にあたっての定量的分析に利用しております。ＶａＲの算定は、ヒス

トリカル・シミュレーション法（保有期間10日～６ヶ月、信頼区間99％、観測

期間５年）を採用しており、2022年３月31日現在で当行の金利リスク量は、全

体で80億円であります。なお、ＶａＲの値についてはバックテスト等による検

証を定期的に実施しておりますが、過去の市場変動を基に一定の発生確率を前

提として計測しているため、過去にない規模の市場変動の影響まで捕捉するも

のではありません。 

また、当行では、コア預金推計モデルによって推計したコア預金を金利リスク

計測に使用しております。当行が採用するコア預金推計モデルは、ＯＩＳ（オ

ーバーナイト・インデックス・スワップ）１ヶ月を説明変数とする線形回帰モ

デルと将来金利シナリオによって要求払預金の将来分布を作成し、預金が減少

する下方99パーセンタイル値の推移からコア預金を推計するモデルであります。

なお、当行では、コア預金推計モデルによるコア預金期待値とコア預金実績値

を比較してコア預金推計モデルの精度を確認しており、その結果から、モデル

は十分に高い精度でコア預金の動きを捕捉しているものと考えております。 

ただし、ＶａＲ及びコア預金推計モデルは過去の金利変動、金利変動と預金変

動の関係をベースに統計的に算出した一定の発生確率での金利リスク量、コア

預金を計測しており、過去にない規模の市場変動の影響まで捕捉するものでは

ありません。 

b．価格変動リスク 

当行において、価格変動リスクの影響を受ける金融商品は、「株式」、「投資

信託」等であり、価格変動リスクのＶａＲを算出して、定量的分析に利用して

おります。ＶａＲの算定は、ヒストリカル・シミュレーション法（保有期間10

日～６ヶ月、信頼区間99％、観測期間５年）を採用しております。2022年３月

31日現在で当行の価格変動リスクに係るＶａＲは、270億円であります。 

なお、ＶａＲの値については有価証券のバックテスト等による検証を定期的に

実施しておりますが、過去の市場変動を基に一定の発生確率を前提として計測

しているため、過去にない規模の市場変動の影響まで捕捉するものではありま

せん。 

③資金調達に係る流動性リスクの管理 

当行は、市場金融部内に設置した資金繰り管理部門が、日次・週次・月次の資金

繰り状況を把握し、必要に応じて適切な市場調達を実施しております。 

また、資金繰り管理部門から独立した流動性リスク管理部門を設置して、流動性

状況の判定をするなど、相互牽制を図る体制を整備しております。 

資金繰りリスクや市場流動性リスクのモニタリング結果は、リスク管理委員会に

報告され、リスク管理委員会での検討結果については、取締役会へ報告しており

ます。 
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④デリバティブ取引に係るリスクの管理 

当行のデリバティブ取引は、貸出金・有価証券等に係る市場リスクの回避を主目

的として取組むことを基本方針としております。 

当行の利用しているデリバティブ取引は、市場リスク及び信用リスクを内包して

おります。 

市場リスクにおいては、金利関連のデリバティブ取引において金利変動リスクを、

通貨関連のデリバティブ取引において為替変動リスクを、株式・債券関連のデリ

バティブ取引において価格変動リスクをそれぞれ有しております。 

また、信用リスクにおいては、取引の契約先をいずれも取引所や信用度の高い銀

行及び証券会社としており、契約不履行によるリスクを金融機関の運用限度額等

により適切に管理しております。 

当行のリスク管理は、金利や為替等の相場変動リスクにさらされている資産・負

債に対して、そのリスク回避のため効果的にデリバティブ取引が利用されている

かを重点的に行っており、その基本方針はＡＬＭ委員会で検討しております。 

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。 

 

2．金融商品の時価等に関する事項 

2022 年３月 31 日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のと

おりであります。なお、市場価格のない株式等及び組合出資金は、次表には含めてお

りません((注１)参照)。また、現金預け金、外国為替（資産・負債）、コールマネー、

売現先勘定並びに債券貸借取引受入担保金は、短期間で決済されるため時価が帳簿価

額に近似することから、注記を省略しております。 
 （単位：百万円） 

 
連結貸借対照表

計上額 
時 価 差 額 

(1)有価証券    

その他有価証券 974,523 974,523 － 

(2)貸出金 3,878,643   

貸倒引当金(*1) △50,928   

 3,827,715 3,829,710 1,994 

資産計 4,802,238 4,804,233 1,994 

(1)預金 4,659,205 4,659,261 56 

(2)譲渡性預金 154,840 154,844 4 

(3)借用金 998,502 998,464 △38 

負債計 5,812,548 5,812,570 22 

デリバティブ取引(*2)    

ヘッジ会計が適用されていないもの     (1,375)    (1,375) － 

ヘッジ会計が適用されているもの(*3)    12,631 12,631 － 

デリバティブ取引計    11,256 11,256 － 

(*1)貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。 

(*2)その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。 
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デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で

正味の債務となる項目については、( )で表示しております。 

(*3)ヘッジ対象である有価証券等のキャッシュ・フローの固定化のためにヘッジ手段と

して指定した金利スワップ等であり、主に繰延ヘッジを適用しております。なお、

これらのヘッジ関係に、「LIBOR を参照する金融商品に関するヘッジ会計の取扱

い」（実務対応報告第 40 号 2022年３月 17 日）を適用しております。 

 

(注 1) 市場価格のない株式等及び組合出資金の連結貸借対照表計上額は次のとおりであ

り、金融商品の時価情報の「その他有価証券」には含まれておりません。 

 （単位：百万円） 

区 分 連結貸借対照表計上額 

 非上場株式等(*1) (*2) 3,375 

 組合出資金(*3) 5,358 

(*1) 非上場株式等については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企

業会計基準適用指針第 19 号 2020 年３月 31 日）第５項に基づき、時価開示の

対象とはしておりません。 

(*2) 当連結会計年度において、非上場株式について１百万円減損処理を行っており

ます。 

(*3) 組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第 31 号 2019 年７月４日）第 27 項に基づき、時価開示の対象

とはしておりません。 

 

(注 2) 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額 

（単位：百万円） 

 
１年以内 

１年超 

３年以内 

３年超 

５年以内 

５年超 

７年以内 

７年超 

10 年以内 
10 年超 

預け金 1,573,050 － － － － － 

有価証券       

その他有価証券のうち満期 

があるもの 87,702 146,953 89,853 87,733 165,522 274,857 

貸出金（＊） 1,046,532 615,861 521,921 342,935 357,450 936,851 

合 計 2,707,285 762,814 611,775 430,669 522,973 1,211,708 

（＊）貸出金のうち、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権 57,092 百万円は含

めておりません。 
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(注 3) 有利子負債の連結決算日後の返済予定額 

（単位：百万円） 

 
１年以内 

１年超 

３年以内 

３年超 

５年以内 

５年超 

７年以内 

７年超 

10 年以内 
10 年超 

預金（＊） 4,570,630 79,775 8,799 0 － － 

譲渡性預金 154,840 － － － － － 

コールマネー及び売渡手形 50,000 － － － － － 

売現先勘定 85,363 － － － － － 

債券貸借取引受入担保金 276,397 － － － － － 

借用金 785,817 133,346 79,338 － － － 

合 計 5,923,048 213,121 88,138 0 － － 

（＊）預金のうち、要求払預金については、「１年以内」に含めて開示しております。 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、

以下の３つのレベルに分類しております。 

 

 レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場におい 

て形成される当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する 

相場価格により算定した時価 

 レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以 

外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ

ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベ

ルに時価を分類しております。 
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(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品 

（単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

その他有価証券     

  国債・地方債等 168,126 51,609 － 219,735 

  社債 － 239,797 13,297 253,095 

  株式 76,253 2,983 － 79,237 

  その他 234,931 115,859 99 350,890 

デリバティブ取引     

金利関連 － 15,139 － 15,139 

 通貨関連 － 1,843 － 1,843 

資産計 479,311 427,232 13,397 919,940 

デリバティブ取引 

 金利関連 

 

－ 

 

30 

 

－ 

 

30 

 通貨関連 － 5,696 － 5,696 

負債計 － 5,726 － 5,726 

(*1) 「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号

2019 年７月４日）第 26 項に定める経過措置を適用した投資信託等については、上

記表には含めておりません。連結貸借対照表における当該投資信託等の金額は

69,826百万円であります。 

(*2) 「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号

2019 年７月４日）第 27 項に定める経過措置を適用した組合出資金については、上

記表には含めておりません。連結貸借対照表における当該組合出資金の金額は

1,738百万円であります。 

 

(2)時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

 （単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

貸出金 － － 3,829,710 3,829,710 

資産計 － － 3,829,710 3,829,710 

預金 

譲渡性預金 

－ 

－ 

4,659,261 

154,844 

－ 

－ 

4,659,261 

154,844 

借用金 － 998,464 － 998,464 

負債計 － 5,812,570 － 5,812,570 
 

(注 1) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

資 産 

有価証券 

有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるもの

はレベル１の時価に分類しております。主に上場株式や国債がこれに含まれま

す。 

公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル２

の時価に分類しております。主に地方債、社債がこれに含まれます。 

相場価格が入手できない場合には、将来キャッシュ・フローの現在価値技法な
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どの評価技法を用いて時価を算定しております。評価に当たっては観察可能な

インプットを最大限利用しており、インプットには、無担保コールレート、ス

ワップレート、信用スプレッド等が含まれます。算定に当たり重要な観察でき

ないインプットを用いている場合には、レベル３の時価に分類しております。 

 貸出金 

貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出

先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似してい

ることから、当該帳簿価額を時価としており、レベル３の時価に分類しておりま

す。固定金利によるものは、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごと

に、元利金の合計額をスワップレートをベースに信用スプレッド等を加味した利

率、又は同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定

しており、レベル３の時価に分類しております。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来

キャッシュ・フローの割引現在価値、又は、担保及び保証による回収見込額等に

基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対

照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当

該価額を時価としており、レベル３の時価に分類しております。 

貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限

を設けていないものについては、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳

簿価額に近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価としており、レベ

ル３の時価に分類しております。 

 

負 債 

預金及び譲渡性預金 

要求払預金について、連結決算日に要求に応じて直ちに支払うものは、その金額

を時価としております。また、定期預金及び譲渡性預金については、一定の期間

ごとに区分して、将来キャッシュ・フローを割り引いた割引現在価値により時価

を算定しております。割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用

いております。定期預金のうち変動金利によるものは短期間で市場金利を反映す

るため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。なお、預入期間が短期間（１年以内）の外貨定期預金は、時価は帳簿価

額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。当該時価はレ

ベル２の時価に分類しております。 

借用金 

借用金については、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を、

当該借入金の残存期間及び信用リスクを加味した利率、又は、同様の借入におい

て想定される利率で割り引いて現在価値を算定しております。このうち、変動金

利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当行並びに連結される子会

社及び子法人等の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿

価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。な

お、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似しているこ

とから、当該帳簿価額を時価としております。当該時価はいずれもレベル２の時

価に分類しております。 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引については、大部分は店頭取引であり、公表された相場価格が
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存在しないため、取引の種類や満期までの期間に応じて現在価値技法やブラッ

ク・ショールズ・モデル等の評価技法を利用して時価を算定しております。それ

らの評価技法で用いている主なインプットは、金利や為替レート、ボラティリテ

ィ等であります。観察できないインプットを用いていない又はその影響が重要で

ない場合はレベル２の時価に分類しており、プレイン・バニラ型の金利スワップ

取引、為替予約取引等が含まれます。 

 

(注 2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報 

 

(1) 重要な観察できないインプットに関する定量的情報（2022 年３月 31日） 

区分 評価技法 
重要な観察できない 

インプット 

インプット 

の範囲 

インプット 

の加重平均 

その他有価証券     

社債 現在価値技法 信用スプレッド 
0.176％－ 

0.700％ 
0.533％ 

 

(2) 期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益（2022年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 
期首 

残高 

当期の損益 

又はその他の 

包括利益 

購入 

売却 

発行 

及び 

決済の

純額 

レベル

３の 

時価 

への 

振替 

レベル

３の 

時価 

からの 

振替 

期末 

残高 

当期の損益に

計上した額の

うち連結貸借

対照表日にお

いて保有する

金融資産及び

金融負債の評

価損益(＊1) 

損益に 

計上 

(＊1) 

その他

の包括

利益に

計上 

 

有価証券         

 その他有価証券         

社債 10,269 － 12 3,015 － － 13,297 － 

その他 400 △0 － △300 － － 99 △0 

(＊1) 連結損益計算書の「その他経常費用」に含まれております。 

 

(3) 時価の評価プロセスの説明 

当行グループはリスク管理部門において時価の算定に関する方針及び手続きを定め

ており、これに沿って各取引部門が時価を算定しております。算定された時価は、

独立した評価部門において、時価の算定に用いられた評価技法及びインプットの妥

当性並びに時価のレベルの分類の適切性を検証しております。検証結果は毎期リス

ク管理部門に報告され、時価の算定の方針及び手続に関する適切性が確保されてお

ります。 

時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に反映で

きる評価モデルを用いております。また、第三者から入手した相場価格を利用する

場合においても、利用されている評価技法及びインプットの確認や類似の金融商品

の時価との比較等の適切な方法により価格の妥当性を検証しております。 
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(4) 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明 

社債の時価の算定で用いている重要な観察できないインプットは信用スプレッドで

あります。このインプットの著しい上昇（低下）はそれら単独では、時価の著しい

低下（上昇）を生じさせることになります。 

 

（有価証券関係） 

有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これらには、「有

価証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。 

1． 売買目的有価証券（2022年３月31日現在） 

（単位：百万円） 

 当連結会計年度の損益に含まれた評価差額 

売買目的有価証券                      － 
 
 
 
2. その他有価証券（2022年３月31日現在） 
  （単位:百万円） 
 

 
種 類 

連結貸借対照表 

計上額 
取得原価 差 額 

連結貸借対照表 

計上額が取得原価を 

超えるもの 

株 式 70,916 31,217 39,699 

債 券 189,670 188,411 1,258 

国 債 46,892 46,400 492 

地方債 22,910 22,828 82 

短期社債 34,003 34,002 1 

社 債 85,863 85,180 682 

その他 95,996 87,041 8,954 

うち外国証券 37,758 37,343 414 

小 計 356,583 306,670 49,912 

連結貸借対照表 

計上額が取得原価を 

超えないもの 

株 式 8,320 9,730 △1,410 

債 券 283,160 286,967 △3,806 

国 債 121,233 123,984 △2,751 

地方債 28,698 28,760 △62 

短期社債 7,000 7,000 △0 

社 債 126,228 127,221 △993 

その他 326,459 347,814 △21,355 

うち外国証券 313,132 333,942 △20,810 

小 計 617,939 644,512 △26,572 

     合 計 974,523 951,183 23,339 
 

注  市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額8,733百万円）については、上表の

「その他有価証券」に含めておりません。 
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3．当連結会計年度中に売却したその他有価証券 

   （自 2021年４月１日 至 2022年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 

株 式 23,426 4,991 498 

債 券 3,456 7 7 

 国 債 － － － 

 地方債 － － － 

短期社債 － － － 

 社 債 3,456 7 7 

その他 169,912 3,258 6,917 

うち外国証券 165,772 3,236 6,914 

合 計 196,794 8,257 7,423 

 

4．減損処理を行った有価証券 

その他有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券

の時価が著しく下落したときは、回復する見込みがあるものを除き、当該時価をもって

連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当連結会計年度の損失として処理

（以下、「減損処理」という。）しております。 

当連結会計年度における時価のある有価証券の減損処理額はありません。なお、個々の

銘柄の有価証券の時価が、取得原価に比べて30％程度以上下落した場合は回復可能性の

判定の対象とし、減損の要否を判断しております。 

 

（金銭の信託関係） 

 運用目的の金銭の信託（2022年３月31日現在） 

                              （単位：百万円） 

 
連結貸借対照表計上額 

当連結会計年度の損益に 

含まれた評価差額 

運用目的の金銭の信託 9,403 △89 
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（税効果会計関係） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであり

ます。 

繰延税金資産  

貸倒引当金 16,086百万円 

減損損失 1,791百万円 

有価証券償却 488百万円 

減価償却 509百万円 

退職給付に係る負債 509百万円 

その他 1,679百万円 

繰延税金資産小計 21,065百万円 

評価性引当額 △2,515百万円 

繰延税金資産合計 18,550百万円 

  

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △6,961百万円 

退職給付に係る資産 △1,135百万円 

固定資産圧縮積立金 △354百万円 

繰延ヘッジ損益 △4,623百万円 

その他 △9百万円 

繰延税金負債合計 △13,084百万円 

繰延税金資産（負債）の純額 5,465百万円 

 

（収益認識関係） 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

   （単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 合計 

銀行業 リース業 計 

役務取引等収益 

 預金・貸出業務 

 為替業務 

 証券関連業務 

 その他業務 

信託報酬 

 信託関連業務 

その他経常収益 

 その他業務 

 

3,479 

3,242 

582 

2,752 

 

54 

 

110 

 

－ 

－ 

－ 

2 

 

－ 

 

3 

 

3,479 

3,242 

582 

2,754 

 

54 

 

114 

 

－ 

－ 

－ 

18 

 

－ 

 

18 

 

3,479 

3,242 

582 

2,773 

 

54 

 

132 

顧客との契約から 

生じる経常収益 
10,221 5 10,227 36 10,264 

上記以外の経常収益 56,361 14,175 70,536 1,631 72,168 

外部顧客に対する 

経常収益 
66,582 14,181 80,764 1,668 82,433 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、ク

レジットカード業務等であります。 
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（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額               1,625円34銭 

１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額    35円82銭 

 


